
様式 第 2号 (第 8条 関 係 )

島 本 町 陣 書 者 施 策 推 進 協 議 会 要 点 録

(令和 4年 3月 31日 作成)

1
会 議 の 名 称 令 和 3年 度 第 1回 ・島 本 町障 害 者 施 策推 進 協 議 会

2 会 議 の 開 催 日時 令 和 4年 3月 30日 (水 )※書 面 により開 催

3 会 議 の 開 催 場 所 公 開 の 可 否

4 事 務 局 (担 当課 ) 健 康 福 祉部 福 祉 推 進 課 傍聴 者 数

5 非 公 開 の 理 由

(非公開 (会議 の一部非

公開を含 江 )の場合 )

6
出 席 委 員

小 寺会 長 、峯森 副 会 長 、赤塚 委 員 、岩田 委 員 、加藤 委 員 、河野 委 員 、幸島 委

員 ､豊 島 委 員 ､花 田 委 員 ､森 委 員 、山内 委 員 ､陸 野 委 員

(以 上 12名 /意 見 書 の 提 出 があった 方を出 席とする )

7

会 議 の 議 題

(1)｢島 本 町 第 3次 障 害 者 計 画 ｣の 進 捗 状 況報 告 につ いて

(2)｢島 本 町 第 6期 障 害 福 祉 計 画 (島 本 町 第 2期 障 害 児 福 祉 計 画 )｣の 進

捗 状況 報 告 につい て

(3)そ の 他

8

配 布 資 料

● 資 料 1｢第 3次 島 本 町 障 害 者 計 画 ｣の 進 捗 状 況 報 告

● 資 料 2｢第 6期 島 本町 障 害 福 祉 計 画 (第 2期 島 本町 障 害 児 福 祉 計 画 )｣

の 進捗 状 況報 告

● 資 料 1･2に 係 る説 明 原 稿

9 審 議 等 の 内容 別 紙 のとおり



【ご 意 見 及 び 事 務 局 回 答 】

(資 料 1)第 3次 障 害 者 計 画 進 捗 状 況 報 告
意 見
番 昇 l 該 当箇所 ご 意 見 事 務局 回 答

①

1ペ ージ

【基 本 目 標 1】思 い やりと支 えあい の 地

域 社 会をつくる

1.障 害 者 へ の 理 解

1-1-(1)啓 発 ･交 流 の 充実

① 広 報 等に よる 啓 発活 動 の 推進

障 害 者 週 間 ふ れあ い バ ザ ール に つい て ､水 無 瀬 駅 に 変 更

後 集 客 ･売 上 向 上 に 繋 がったことは 意 義 の あるイベントとなっ

たことと思う ｡今 後 も会場 の 工夫 や 事業 所 の 協 力を得 て ､障

害 者 等 へ の 理 解を深 め る啓 発 活 動 に 繋 がるよう努め られた

い。

令 和 2年 ･3年 度と新 型コロナウ イル ス感 染 症 拡 大 防 止 の 観 点 から障 害 者 週 間

ふ れあ い バ ザ ール は 中 止した。

今 後 ､収 束に 向 かった場 合でも ､不 特 定 多 数 の 人 が 往 来 する駅 前 で の開 催 は

非 常 に 難しい ものと考 えてい る。

障 害 者 週 間 ふれ あ い バ ザール は 例 年 12月 初 旬 に 開 催してい るが ､そ の 日程

周 辺 の 町 内 の 別 の 事業 とも 連 携す れ ば ､さらに 集 客 ･売 上 向 上 ､啓 発 活 動 の 向

上 にも繋 がることが 予 測され るので ､庁 内 各 課とも連 携し ､ま た 、自 立 支 援 協 議

会 の 就 労 部 会 の方 々と も相談しな がら ､進 めてまいりたい 。

②

1ペ ージ

【基 本 目標 1】思 い やりと支 えあい の 地

域 社 会をつくる

1.障 害 者 へ の 理 解

1-1-(1)啓 発 ･交 流 の 充 実

② 障害 者週 間 啓 発事 業 の 実施

障 害 者 差 別 解 消 法 等 の 研 修 会に つい て ､電 子 媒 体 の活 用

による研 修 会 の 開 催 等を 検 討され て はどうか 。

新 型コロ ナウイル ス感 染 症 拡 大 防 止 の 観 点 からこ の 2年 間 は中 止とした ｡近 年

で は ､研 修 会だ けに 留まらず ､審 査 会 や 説 明 会 等 、多くの 方 が 集 まる会 につ いて

は 、民 間 ､行 政問 わず .オ ンライン での 開 催 が 多 数 を占 め てい ることも 承 知して

い る。

本 町でも令 和 4年 度 から行 革デジタル 推 進 課 が 発 足し ､オ ンライン ･デ ジタル 化

に 向 けた 様 々な 取 組 み を進 めていくものと思う。

障 害 者 差 別 解消 や 虐 待防 止等 の 研 修 会に つい ても ､YouTubeな ど の 媒 体を使

用したオンライン 配信 などにも取り組 み ､今 まで の ような 周知 ･啓 発 活 動を 進め て

いきた いと考えてい る。

③

3ペ ージ

【基 本 目 標 1】思 い や りと支 え あ い の 地

域 社 会 を つ くる

3.地 域 福 祉

1-3-(1)地 域 福 祉 の ネ ット ワ ーク づ く

り

① 小 地 域 ネットワ ーク 活 動 の 推 進

小 地 域 ネットワーク 活 動 推 進 事 業 につ いて ､も う少し具 体

的 に記 載した ほうが わ かりや すい ので は ない か。

ご 指 摘 のとおり、小 地 域ネットワ ーク 活 動 推 進 事 業 に限ら ず ､CSW(コ ミュニ

ティソーシ ャルワ ーカ ー)配 置 促 進事 業 など ､紙 面 の 都 合 上 ､詳 細 を記 載 できて

い ない 。
こちらにつ いて は .当 課で 持っている ｢住 民 福 祉 審 議 会 ｣の 中 で地 域 福 祉 計 画

の 進 捗 状 況 報 告 等を 行っており、その 中 で CSWや 生活 困 窮など の 活 動 状 況を

別 紙でまとめて ､委 員 の 皆 様 にお わたしして いる。

上 記 事 業 は ､障 害 福 祉 の 観 点よりも地 域 福祉 の 観 点 が 強 い 事 業となっている

ので ､詳 細 につきまして は ､住 民 福 祉 審 議 会 の中 で 報 告させ てい ただきたい 。

な お ､各 審 議会 にお い ては ､開 催 後 ､ホ ーム ページ や 役 場 1階 文 化 ･情 報コー

ナ ーに て 議 事 録等 を掲 載している ので ､そ ちらをご 覧い ただきたい 。

④

6ペ ージ

【基 本 目標 2】生 活 の 基 礎となる健 康 の

保 持 ･増 進を支 援 する

1.保 健

2-2-(3)医 療的 ケア ヘ の 支 援

① 医 療 的 ケアが 必 要 な児 童 への 支 援 体

制 の 整 備

医 療 的 ケアを要 する 児 童 の 受け 入 れ につ いて ､喜 び は 大

きいも のの 不 安 もあることだと思う ｡安 心して 預けることがで

きるよう専 門 職 の 配 置 やマ ニュアル 作成 の 検 討 をお願 いした

い 。

医 療 的 ケア児 につ いて は ､そ の 受 け 入 れ 先もさることな がら、受 け入 れ た 後の

安 心 ･安 全 の確 保に つい ても非 常 に 重 要なもの であることは認 識してい る。

現 行 の ｢第 2期 障 害児 福 祉 計画 ｣に は ､計 画 期 間 内 に 医 療 的 ケア児 支 援 の ため

の 関 係 機 関 の ｢協 議 の場 ｣の 設 置 やコーデ ィネータ ーの 配 置を掲 げ てい る。

現 時 点 で目 標 は 達 成 できて いない が ､医 療 的 ケア児 の 相談 が 保護 者 や 事業 所

からあ れ ば ､そ の 都 度 ､教 育 部 局とも連 携し ､ケ ース 会 議を開 い ている。

今 後 に向 け ては ､今 までの ケース 会 議で 培った 知 識 等を 集 約し ､マ ニュアル 化

することに よって、医 療 的 ケア児 の 安心 ･安 全 な生 活 を保 障 できるように なれ ぱと

考 えており、そのた め の ｢協 議 の場 ｣の 設 置 に向 け て ､進 め ていきたいと考 えてい

る 。



【ご 意 見 及 び 事 務 局 回 答 】

(資 料 1)第 3次 障 害 者 計 画 進 捗 状 況 報 告
意 見
番 号

該 当 箇 所 ご 意 見 事 務 局 回 答

⑤

ｱペ ージ

【基 本 目 標 2】生 活 の 基 礎となる 健 康 の

保 持 ･増 進 を支 援 する

3.心 の 健 康

2-3-(1)心 の 健 康 づくりと地 域 包括

ケ アの 推 進

③ 精 神 障害 者へ の 相 談 ･支 援 体 制 の 充

実

精 神 障 害 者 へ の 相 談 ･支 援 体 制 の 充 実 の 令 和 2年 度 相 談 件

数 ､月 417件 は正しい か 。

令 和 2年 度 相談 業 務を相 談 支 援 センターうぃっしゅ (地 域 福祉 センター島 本 内 )

に 一 元 化しており、令 和 2年 度年 間 の 実 績 で 5,006件 の 相 談 を受 けておら れる。

平 均す ると月 417件 となるが ､こ れ は 精 神 障害 者 に 限らず ､身 体 ･知 的 また はご

家 族か らの 相 談も含め た 件 数となっている 。

⑥

ｱペ ージ

【基 本 目 標 2】生 活 の 基 礎となる健 康 の

保 持 ･増 進 を支 援 する

3.心 の 健 康

2-3-(1)心 の 健 康 づくりと地 域 包 括
ヶア の 推 進

④ 精 神 障 害 者 の 社 会 参 加 の 促 進

精 神 障 害 者 の 社会 参 加 の 促 進の 課 題 ･方 針 で補 助 の 在り方

を検 討 するとなってい る が ､検 討 内 容 はど の ようなもの か 。

自 発的 活 動 支 援 事 業 補 助 金につ いて は ､障 害 当 事 者 や その 家 族 が 活 動 する

団 体 に 対し ､そ の 団 体 の 特 色を 生 かした 事 業を行うところに 、1団 体 5万 円を限 度
として ､補 助している制 度であ る。

平 成 27年 度 発 足後 ､毎 年 4~5団 体 の 固 定された 団 体 からの み 補 助 の 申 請 が

あったが ､近 年 では 活 動 団体 が増 え ､本 補 助金 の申 請をしたいという団 体 が増 え

てきている 。

こ の 2年 は ､各 団 体も新 型コロナ ウ イル ス感 染 症 の 影 響 で思うような 活 動 が で

きて おら ず ､ま た ､町 としても感 染 拡 大 防 止 の 観 点 から補 助 金 の 交 付を 中 止して

いた が ､令 和 4年 度 以 降 ､補 助を 希 望 する団 体 が 増 えてきた場 合 は ､財 政 部 局と

も調 整 の 上 ､プ ロポーザ ル 方 式 等 、団 体 活 動をアピール す る場を設 け ､補 助 金 の

決 定 や 補 助 額 の 決 定 の 在り方を 検討してまいりた い 。

⑦

17ペ ージ

【基 本 目 標 5】就 労と社 会 参加 を支 援 す

る

1.雇 用 ･就 労

5-1-(1)雇 用 促 進 ･就 労 支 援 の 充実

③ 職 場 体 験 機 会 の 提 供

超短 時 間 雇用 等と就 労 支 援 B型 の 併 用 は できな い か 。

本 町 で は ､相 談 が あ れ ば ､一 般 就 労 で週 何 日 か (もしくは 1日 のうち 短 時 間 )就

労していた だきな がら ､就 労 支 援 B型 の 事 業 所を 利 用 することを可 能 にしており、

過 去 に 数 例 ほど の 事 例もあ る。

⑧

18ペ ージ

【基 本 目 標 5】就 労 と社 会 参 加 を支 援 す

る

1.雇 用 ･就 労

5-1-(2)福 祉 的 就 労 の 場 の 確 保

③ 障 害 者 施 設 等 からの 優 先 調 達 の 推 進

優 先 調達 に つい て ､今 後も積 極 的 に 進 めてい ただき ､商 工

会 や 町内 の 企業とも仕 事 をもらえる関 係 をつくっていきたい 。

新 型コロナウ イルス 感 染 症 の 影 響に より、回 答 ①でも記 載した 障 害 者 週 間 ふ れ

あい バ ザ ール の 中 止を はじめ 、町 の 様 々な 事 業 が 中 止となり、物 品 の 売り上 げ

が 下 降したことは 承 知している。

この 数 年 来で見 れ ば ､町 施設 の清 掃、自 転車 の 回 収 ､広 報誌 の 配 架など ､役

務 の 提 供 を中 心に 役 場 内 各 課から依 頼を受 けてい ただき ､金 額 としては 向 上し

ている 。

今 後 ､さらなる向 上 に 向け て ､ご 意 見 の とおり商 工 会 や町 内一 般 企 業 からの 発

注 が できるよう進 めていき たい 。



【ご 意 見 及 び 事 務 局 回 答 】

(資 料 2)第 6期 障 害 福 祉 計 画 (第 2期 障 害 時 福 祉 計 画 )進 捗 状 況 報 告
意 見
番 号

該 当 箇 所 ご 意 見 事 務 局 回 答

①

2ペ ージ

【第 4章 第 1節 】障 害 福 祉 計 画 の 成 果 目

標

8障 害 者 等 に対 する 虐待 の 防 止

障 害 者に 対 す る虐 待 の 防 止 ､令 和 3年 度 5件 につ いて ､具

体 的 に示 せ る範 囲 で例 示していた だき たい 。

多くは 家 族 間での 諍い から発 展しているケ ース であ る。警 察 や ケアマネ ー

ジャーか ら報 告 があ り、即 座に 検 討 会 議を 行い ､本 人 へ の 聞き 取り等 をしたうえ

で ､昨 年 度の 5件 ともに 重 篤 では なく､軽 微な 案 件であるとの 結 論に 至 った 。

②

4ペ ージ

【第 5章 第 1節 】障 害 福 祉 サ ービ ス見 込
量

(2)日 中 活 動 系 サービ ス

⑥ 就 労 定 着 支援

障 害 者 の 就 労 後 の 状 況に つい て危 惧している ｡フ ォロー等

はあ るの か 。

障 害 者 の 就 労 後 の 支 援 につい て は ､就 労 定 着 支 援 の サ ービ スが あり ､就 労 後

の 課 題 など に 対して ､相 談 を受 け ､時 には 会社との 仲 立ちをする 事 業 である。多

くの 場 合 ､就 労 移 行 支 援 の 事 業 所 が 定 着 支 援を 兼 ね ている場 合 が 多く､利 用 者

も慣 れ 親しんだ 方 が 相 談を 受け てくれるた め ､安 心して 利用 できるものとされ てい

る 。

町 内 に 事業 所は ない が ､圏 域 内 の 就 労 定 着 支 援 事 業 所 を利 用されてい る方 は

令 和 2年 度 実 績 で 6名 おられ る。

③

6ペ ージ

【第 5章 第 2節 】地 域 生 活 支 援 事 業 の 見
込 量

(11)そ の 他 の 事 業

③ そ の 他 の 社 会参 加 促 進 事 業など

当 法 人に おい てもボッチ ヤの 体 験 会を 行った ｡今 後もぜ ひ

取り入 れ て ほしい 。

ボッチャに つい ては ､パ ラリンピ ックの 種 目 の一 つ であった ため ､最 近 脚 光 を浴

びてい るスポ ーツ である 。

本 町 でも 3月 29日 に ふ れ あ いスポ ーツ 教 室でボッチャを行い ､楽 しん でいただい

た 。

ま た ､町 内 の 団 体 からは ､ボ ッチャ体 験 会をす るの でル ール 等を教 えて ほしい

との 依 頼も受 けてい る。

ボッチャ は ､誰 でも気 軽に できるス ポーツ であ るため ､今 後も 啓 発 活 動に 努 めて

まいりたい 。

そ の 他 全 体 的 な こと

意見
番 号

該当 箇所 ご 意見 事 務 局回 答

① -

課 題 のあるものに つい て は ､し っかり検 討してほしい 。啓

発 ･交 流 につ いて は ､新 型コロ ナウイル スの 感 染 状 況 による

が ､方 法を工 夫しな がら実 施 する必 要 があ ると考える 。

現 行 の 第 6期 障 害 福 祉 計 画 (第 2期 障害 児 福祉 計 画 )で は ､現 状 の 課 題 や 前 期

計 画で 未 達 成な 事 業を 洗い 出し .新 たな 成 果 目標として ､計 画 期 間 内 (令 和 3年

から 5年 度 )に 達 成 することを目 標としている 。

難 題な 課 題も多 々あ るが ､ひ とつ でも多く目 標を達 成できるよう努 め てまいりた

い 。

また ､新 型コロナウ イルス 感 染 症 の 影 響に よる 事 業 の 中 止 や縮 小 は ､オ ンライ

ン や規 模 の 見直し ､会 場 の 変 更 など 試 行 錯 誤しながら ､で きるかぎり開 催 できる

よう努め てまいりたい 。
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